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大学の4年間でたくさんの新しい知に出会い、触れ、吸収してください。

1日1日、毎秒毎秒、今の自分自身に満足することなく、新たな可能性を開花させるために、ともに成長してい

きましょう！

皆さんの大学生活がより良いものとなることを心から願っています。

研究内容・社会業績等

【研究内容】

・現象学的身体論

・集団球技スポーツにおけるトレーニング理論（エコロジカル・トレーニング）

・身体知

【社会業績】

2019年10月～2022年3月　福山市立駅家中学校野球部　部活動指導員

2022年4月～現在　全日本大学女子硬式野球連盟　理事

写真

【博士論文】
「スポーツにおけるトレーニングとマネジメントの統合に向けた身心学習研究―現象学から生態学的組織論への思想的

展開を通して―」，広島大学（学術），2023．

【論文】
・北川修平（2023）身体知の概念に関する現象学的研究．体育・スポーツ哲学研究　44（1）．

・北川修平・倉本晃司・上泉康樹（2022）エコロジカル・トレーニングに関する思想的研究―集団球技スポーツの新たな

トレーニングコンセプトの確立に向けて―．身体運動文化研究　27（1）：1-17．

・Shuhei Kitagawa, Kohki Uwaizumi, Shingo Takane, Kohji Kuramoto (2020) Knowledge Management Research in Tacit 

Knowledge of Sports―Focusing on Culture and Life Rhythm Formed Tacit Knowledge ―. Test Engineering and 

Management 83: 13400-13403.

・Shuhei Kitagawa, Kentaro Tai, Kohki Kiniwa (2016) A Study on Theory of Body in Maurice Merleau Ponty’s 

Phenomenology ―From the viewpoint of ‘Waza’ in Japanese High School Baseball ―. Revista de Artes Marciales Asi

áticas 11(2): 130-131.

・上泉康樹・北川修平（2020）サッカーのゲーム分析のための原理論構築に向けたスポーツ現象学に関する研究 ―

ゴール型集団球技スポーツの身体性について―．身体運動文化研究　25（1）：1-19．

【発表】
・Shuhei Kitagawa，Kohki Uwaizumi (2021) A Study on Japanese High School Baseball as Budo in Knowledge 

Management―On Organization Shape through Creating Knowledge―. 10th IMACSSS International Conference 

(Online).

・Shuhei Kitagawa, Shingo Takane, Kohki Kiniwa (2017) A Study on Theory of Body in Maurice Merleau－Ponty’s 

Phenomenology－Focusing on the analysis of a person with disability―. WEI International Academic Conference 

（Rome）.
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